
ダルマガエル 2 倍体及び 3 倍体の肝臓及び
筋肉に於ける遊離A mino酸について( 第 1報)

杉 田 隆

R. Sugita T h e  free-amino acids in the liver and muscle of diploid and triploid， R ana 
nigromaculata brevipoda. 

カエルの 2倍体と 3 倍体とを比較した場合 3 倍体は 1;煮沸、蛋白質を凝固させる。これを第一図の如き、ろ
体細胞及びその核が大きく、温度薬品に対する抵抗力 1 J / i j j 装還で吸引ろ過し、ろ液を再び小短管瓶にとり湯せ
が大であるが発育速度及び変態後の外部形態には殆ん| ん鏑上で約O.05ccまで濃縮し試料とした。
ど差を認めることは出来ない。 Iろ紙 3Ocm x 30cm の東洋ろ紙No.50を用いた。
そこで今回は物質代謝に於て何等かの差が認められ| 溶媒: 二次元法の一次展開には P h回 01 (0.1%， 
るか否かを確めようとし、先ず肝臓及び筋肉内の遊離 IA m m o n i a 水20〆を含む〉を、二次展開には n-Buta
A m i n o酸に着目し Paper chromatography を用い Inol: Acetic acid :  Water=4:1:1を用いた。
定性的比較実験を行った。 I容器: 高さ 40cm直径10cm の標本用瓶を用い、ろ紙
との研究をなすにあたり、あたたかい御援助と論文| をステシレス製渦巻で固定、或は輸にまいて Clip で

の校閲を賜わった神戸大学の恩郡佐藤教授、懇篤なる| とめて挿入した。
御助言をいただいた麓助教授並びに熱心に実際指導| 展開: 上述の試料を直径 0 . 5 m m 程度のガラス
を下さった釜江講師に対し深甚の感謝の意を表しま ICapillary を用い、ろ紙上の相接する二辺の内側夫々
す。 1 5 c mに鉛筆で線を画き、その交点、を本試料をつける

実験材料と方法 I  Original s p o Gとし滴下した。 Spotは直径 2 m m以下
材料: との研究に用いた 3倍体は1958年 5月人工授| となるように注意した。溶媒は展開開始の 2時間程前
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(第 1 図)

に入れて、器内がその Gass で充満されるように心掛
けた。展開時間は Phenol 系では約26時間、 Butanol
系では約14時間を要した。
検出: 展開を終了した、ろ紙は直ちに液の浸透前端
線を m a r k し、 室内で風乾後 0.2%， Ninhydrine 
Butanol液を充分に噴霧、風乾後 1∞。C の電気乾燥器
中に10分間入れて発色後検出した。なお A m i n o酸の
種類決定にあたっては、味の素株式会社Jjl崎工場研究
部製造の純 A m i n o酸18種類を同一条件のもとで展開
して Standard m a p をつくり、そのRfの外、すでに
発表されている研究の M a p をも参考とした。
実験結果

肝臓については 2 倍体3 倍体ともに第二図・第三図
に示す 8 穫の Spotli!Pち Cystine，Asparatic acid， 
Glutamic acid， Serine， Threonine， Alanine， Lysine 
及び不明の Spot 一つを検出し得て何等の差をみとめ
ることは出来なかった。
筋肉に於ては 2倍体では第四図に示す11穫の Spot
即ち Cystine， acid， Gultamic acid， 
Threonine， Arginine， Alanine， Lysine， Phenyl-ala 
nine， Leucine 及び不明の Spot一つ、 Peptideと思わ
れるもの( 乾燥器よりとり出し更に加熱するとあらわ
れた青色の Spot) を検出し得たのに対し、 3 倍体で
は 2倍体にて検出された{Spotのうえに Peptide と思
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われるものと不明の Spot 二個
{ 第ニ図) l' l f 三包] を加えた14種が認められた。( 第Z 倍t本月u iえ 主母体内T主張

五図)、 尚それぞれの肝臓と筋、ーまJー
肉とを比較して見ると 2 倍体 3"  @  110 8  1. 倍体ともに筋肉では肝臓に認め2. A.iu..品叫て之

3. T h却骨h叫 られたS erineがなく、 Arginine，一台、
4. S恥 imL

委 Leucine， Phenyl-alanine 及びJI @)¥1@ 
君。d 私刷kι..，[ @ ①  b. Peptide と思われるものが認め7- (が4 ...... 
主干司局( 1 ) られ顕著な相違がみられた。

:  4 a今叫: ず 一一→ 次に本実験は定性を主眼とし
て行ったものであるが試料調製
当初より出来るだけ条件を等し

横倒箇〕 L革主回)
くして比較したため或程度の定①@ 鴻師免 の@ 量的比較も可能ではないかと考
え、 Spot の発色の濃淡、面積

9  1F.A臨AP4M4Mm d  の大小を勘案の上、表をつくっ句、.ぜ
た。

弘4ピ3  、 Ii..悔;te心。，
la L.t<ι0u. 五干鰯 (2) 考察ra. f';勾必.h. (<1.1  干， 干・月(3)

ダノレマガエノレの 2倍体と 3 倍
体における生理的差異のあると

一一一今 5品τ酎w 1 とは、従来より知られている。

A m i n o酸 l  2 倍休 1  3 日
肝臓 l筋肉肝臓 l筋肉

この差異のおこる原因はおそら
くいろいろあって単純なものではなかろう
ということは容易に推測されるが、この生
理的差異は物質代謝の差異にあると芳えら
れる。代謝を考えるには、まず物質の存在
形態より明かにすることが必要である。そ
こでまずはじめに肝臓と筋におけるA m i n o
酸等の存在形態はどのようなものかという
ことに着目して実験したところ、上述のよ
うな結果を得た。
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これによれば肝臓においては 2倍体3 倍
休ともに何等の差異は認められないが筋に
おいては二点において差異が認められる。
すなわち、 Peptide と思われるもの一つ、
不明のもの二つが 3 倍体において認められ
る。
2 倍体と 3 倍体との生理的差異のおこる

原因については A m i n o酸以外の物質につ
いても広く検出して比較検討しなければな
らないから、本実験による二点の差からた
だちに生理的差異と関係があるとは速断す
ることはむろん不可能である。市し筋に物
質的の差異があることはたしかめられた。
今回の実験は個体数も少なく、また小さい
個体を用いたが今後は個体数も多く、また
大きな個体について実験を繰返すとともに



A m i n o 酸以外の物質について順次実験を続行してい
く必要がある。

要約
1. ダノレマガエノレの 2倍体と 3倍体の肝臓及び筋肉内
の遊離Amino酸を Paper chromatographyにより
分析比較してみた。

2. 展開は二次元法を用いPhenol系を一次にButanol
系を二次に使用した。

3. 0.2メ Ninhydrine Butanol 液にて発色、 Rfの
Standard としては純粋 A m i n o酸 18種を同時に展
開させて決定した。

4. 肝臓中の遊離 A m i n o酸についてはともに 8 種み
とめられたが 2 倍体と 3 倍体における差は認められ
なかった。

5. 筋肉では 2倍体は11種、 3倍体は14種の Spot が
検出され、その差を認めることが出来た。

6. このことは 2倍体と 3倍体では筋肉内の A m i n o
酸代謝に差がある様に思われる。
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備考
1. 3 倍体のっくり方、オタマジヤクジの飼育法につ
いては V ol. 3  No.3 P. 142を参照されたい。
2. ダノレマガエノレは亜種であり、一般にトノサマガエ
ノレと呼ばれているものの中に 2種類ある。 I種J で
よべばこの 2種は共にトノサマガエノレであるが亜種
でよぶと真正トノサマガヱノレとダノレマガエルとな
るO

Rana nigromaculata ( トノサマガエル)
[ R…igr…lata 山 maculata

( 真正トノサマガエ/ ルレ)
1  Rana n凶i…cα印u山 rev吋吋i句p

(ダ/ルレマガエ/ルレ〉
神戸、加古川、姫路、岡山地区にはダノレマガエノレが
圧倒的に多い。

県下に於けるスギタニルリシジミの一新産地

吉阪道雄・中谷貴寿

1918年、京都の当時の三高の教授であった杉谷岩彦| 下に於ける最南部の産地と恩われる。我々は多数の乱
氏に依り洛北貴船渓谷より発見されてC elastrina su I獲を避けたが往年の名産地、貴船がネヅトの波と化し
gitanii MATSUMURA として発表を見た全国的に特異| た大減した事を考えれば憂うべきf事もあながち先んず
な分布を示す此のγジミチヨウ科に属するテヨクは従 i るものではないと考えられるのである。狭義の意味で
来、本県下では松井俊公氏に依って1952年 5月3 目、 ! なく学術的に意義の有る産地として保護して行きたい
宍粟郡の鳥取県境、戸倉峠 (991m) に於て古♀ 20教| のが我々の要望である。トチの花穏を喰す幼虫及びそ
頭が採集されこれが唯一の産地であった。筆者のー| の生活史の探査も志して努力したが本年は失敗に終つ
入、吉阪は恐らく{ 也にも産地が有るものと考えその食| た。来るべき年には県下でのその生活史の完成を期し
草トチに関係の有る神崎郡長谷村栃原や美方郡氷ノ山| たい。
にトチの有る事からその希望を託して調査も行ったが| 尚、成虫標本に就いて我々の所蔵する北海道産
今日迄、得られなかった。ところが本年 (1958) 4月 I(ssp. ainonica MURAYAMA)本ナi'lC青森・新潟・長野・
13日、クスパジロチヨヲの幼虫採集の目的を以って筆| 京都) 、九州産 (ssp. kyushuensis SHIRO叩) と比較
者等二名は飾磨郡雪彦山に魁いた処、偶然にも中谷に| したが、そのタイプ・ローカリティーの京都貴船もの
依って先ず最初の本種 1 O が得られ、二人で採集注意| より可成り裏面は白化に近づき九州産に近似の傾向が
を払った結果、可成りの本種の産する事を確めた。産 I ( 特に♀に於て〉見られる事は興味深い。
地、標高としても重要な意義を持つもので、恐らく県 (25. V. '58記)
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